
は じ め に

学生の皆さんは、何らかの学びたい思いを持って大学への入学を果たしたこ
とと思う。ところが、学びの方法やプロセスが高校のときと違っていて、とま
どったのではないだろうか。
例えば、教科書として提示された本は、高校の教科書とは、本の厚さや内容
の緻密さが違っている。末尾には「参考文献」とされる文献名が多数掲載され
ているが、それらの本は近隣の書店で販売しているようなものではなさそうで
ある。ときには外国語の文献が記載されている。
あるいは、「レポート」というものを書くように指示されて、何をどう書い
ていいのかわからなくて不安に陥ったのではないだろうか。授業時間も長くて、
ただ緊張して聴いていればよいというわけにもいかない。「講義」だけではな
く、「演習」と称する授業があり、それは必ずしも教員が教えてくれるわけで
はなく、学生みずからが準備して報告することが中心になっている。卒業が近
づいてからのことではあるが、卒業論文というものを執筆しなければならない。
そのほか、高校のときとは違うことがたくさんあって、これからの４年間、適
切に学びを深めていけるのか、心配になった人もいるだろう。
なぜそういう違いがあるのか。高校までは、基礎学力の獲得のために必要な
ことが教科書にバランスよく掲載されていて、それを修得していくことが主な
学習の方法であった。教科書に記述されていることは正しいということが前提
であった。
そこで学ぶことには、私たちが人生を営んでいくうえで大切なことが網羅さ
れている。「数学のこの公式を理解することに何の意味があるのか」「世界史の
この事象を知ることで役に立つのか」と疑問に思うこともあるが、いずれも長
い人生を主体的に生きていくうえでは必要なことなのである。したがって、高
校で学んだことは、大学で学ぶときにも大いに活用できる。
ただ、大学は高校の延長ではない。大学での学びは、新たな創造を目指す、

「研究」という取り組みである。「研究」とは、これまでに誰も知らなかった新
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たな知見をみずからが発見していくプロセスである。
おおげさな言い方をすれば、大学での学びを深めるということは、高校での
勉強方法とは決別して、別の世界で生きていかなければならないことである。
そして、４年間のなかで、何らかの自分だけの発見をすることが求められる。
そう言うと、「自分にはそんなことを達成する力はない」と考えてしまうか
もしれない。しかし、心配する必要はない。研究のためには、すでに確立され
たスキルがある。これを身につけることにより、誰もが研究や大学での学びを
着実に進めていくことができる。大学での学ぶ領域は、文学、経済学、社会学、
法学、理学、工学など多様である。高齢者介護のような身近な生活課題の分析
もあれば、宇宙の成り立ちを解明するようなスケールの大きい活動もある。し
かし、学問領域を超えておおむね共通する、いわゆるアカデミック・スキルズ
が確立されている。したがって、これらの基礎的なスキルを身につければ領域
に関係なく、大学での学びを進めることができる。
高校で勉強が苦手だったという意識をもつ人は、大学での勉強に対してます
ます苦手意識が強くなってしまうのではないかと悲観的に考えているかもしれ
ない。しかし、このスキルは実はそれほど難しいものではない。身につけさえ
すれば、きっと大きな成果をあげていくことができるに違いない。大学では、
研究テーマを自分の関心に引き寄せて設定する。そこに確立されたスキルを活
用していくのであるから、むしろ楽しい作業だといっても過言ではない。
逆に、スキルを知らないまま我流で進めていくとどうなるか。きっとどこか
でうまくいかなくなって、挫折する日が来る。現代社会では、情報収集が容易
になっており、大学で学ばなくても知識を修得できるようにも見える。しかし、
スキルなしに情報だけ収集しても、雑多な事実がわかるだけで、体系的な学び
にはならず、真実を見いだすことにならない。スキルを適切に獲得できるかど
うかが、４年間が充実したものになるかどうかを左右する。
本書ではそのスキルを具体的に、わかりやすく説明している。各章のタイト
ルは、そのスキルの一つである。まずは個々のスキルについて、どういうもの
なのか、なぜそれが必要なのかを理解してほしい。そしてすぐに使ってみてほ
しい。そうすれば、研究とはどういうことかも、わかってくる。

ii



スキルは一見地味なものなので、スキル自体からすぐに何かが見つかるわけ
ではない。そのため、修得する努力を重ねることに抵抗を感じるかもしれない。
しかしその先には、学びが深まることによる楽しさが待っている。大学での学
びは、知らなかった新たな世界が次々と見いだせるものであり、学べば学ぶほ
ど、より楽しさも広がってくるのである。
また、スキルを身につけるには個人的な努力も欠かせないが、同時に教員と
学生とのやり取りや、学生同士の学びあいも重要である。自分が適切にスキル
を身につけつつあるのか、自分ではわかりにくい。教員による助言や学生同士
のやりとりがあって、把握できるものである。
とりわけ、他の学生とのつながりや刺激が貴重なものになる。他の学生が、
自分とは違う視点でものごとを捉えていることがある。自分が見過ごしていた
ことに着目して、自分にない発想で分析しているのである。逆に自分が独自の
発想をもっていて、他の学生に驚きをもたらしているかもしれない。こうして
学びあうなかでお互いが成長していくのである。
研究というと、ノーベル賞を受賞するような、特殊で高度な能力をもった研
究者が携わることというイメージがある。大部分の人は、専門の研究者を目指
して大学に進学したのではない。一般企業や官公庁、あるいは病院や社会福祉
団体のような社会サービス機関への就職を考えている人にとって、「私には関
係ないこと」「私が研究の力を身につけたからといって、大学を卒業してから
何か役に立つのか」と感じるであろう。
しかしこれから、社会のなかで生きていくためにこそ、研究をしっかり進め
ることのできる力が求められるのである。どんな仕事であれ、何らかの問題が
あり、その問題を解決していくというプロセスをとる。例えば、販売業であれ
ば、扱っている商品をできるだけ多く買ってもらう、という課題を達成してい
くことが仕事である。そのためには、商品に関連する情報を集め、多くの人の
意見を集約して、分析していくという作業が欠かせない。それは研究の営みと
ほとんど同じといってよい。つまり、研究の力をもつことによって、社会のな
かで直面する課題を解決することができるのである。
そうした個人レベルの活動にかかわることだけではない。一人ひとりが研究
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の力をもつことは、社会を良くしていくことにもなる。現代社会は、必ずしも
未来への明るい見通しがあるとはいえない。日本国内では、少子高齢化、人口
減少、財政難、地方の衰退がすすんでいる。国際社会に目を向けると、さまざ
まな対立があって、戦争につながったケースさえある。地球環境の問題のよう
に、人類の存続が危惧される課題さえある。
しかしながら、これらのことは対策が不可能というわけではない。何らかの
対策を早めにすすめていくことで、解決・緩和することができる。ではどうす
れば、解決・緩和していけるのか。そこでも、研究の視点でとらえることで、
方向性が見いだせるであろう。実態をしっかり把握し、なぜそうした状況が生
じたのかを考え、分析を重ねていくことで、解決への方策も見えてくる。
研究をすすめるときに、つらいこと、面倒なことがあるのは否めない。難し
そうな本や論文を読む、初めての人と会って話を聞く、統計資料を探してデー
タを整理するといったことは、努力を要するに違いない。レジャーを楽しむよ
うなわけにはいかない。しかし、真理をみずから探究する喜びを知ったとき、
多少の困難について乗り越えることができるであろう。そして、４年たったと
きに、大きく成長している自分に気がつくはずである。

2022年12月
著　者
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よくわかる大学生のための研究スキル
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はじめに

本章では大学での学びに関する基礎的事項の確認を行う。まず「アカデミッ
ク・スキルズ」とは、大学で学ぶための基礎的技法を意味している。本書の構
成にあるように、ノートの取り方から始まって、情報収集、読解方法……など
の技術を学んでおくことは大学生にとって重要である。なぜならば、これらの
技法を駆使し「研究」を行うことが学生の主たる目的の一つであるからだ。本
章ではそのために必要な考え方とルールについて解説を行う。
まず、アカデミック・スキルズとは具体的に何を表し、それが研究活動に不
可欠な「問いの発見」とどのように結びついているかを説明する。次に、研究
に取り組む際には、テーマの設定とリサーチ・クエスチョンの明確化が重要だ
ということを述べる。さらに、研究には「独自性」が必要であり、それがある
からこそ、その研究に価値が生ずるという点も強調したい。そして、本章の最
後では、研究計画の策定と基本的なルールについて確認する。研究を有効に行
うにはやはり計画が必要である。また研究活動を行うにあたって、その公共的
な性質から守らなければならないルールもある。それらを踏まえたうえで、大
学における研究という未知の世界に羽ばたいてもらいたい。

１　アカデミック・スキルズとは

1－1 問いの発見

既述のように、アカデミック・スキルズとは大学で学ぶための基礎的技法の
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ことである。では高校までの学びと大学での学びでは何が異なるのであろうか。
大学は専門分野をより深く掘り下げて研究する場所といったイメージを持つで
あろうし、それは間違いではない。しかし、最も大きな違いは「自らが学ぶべ
き、あるいは研究すべき問いを発見し、それを追究する」ことにある。高校ま
では、あらかじめ問い、つまり解決すべき課題が与えられ、主としてそれを解
くための方法や手段を学んできた。これに対して大学では高校までに培った力
を基礎に、何が解決すべき問題なのかを自分で見つけようとする姿勢が求めら
れる。
問いを発見するということはまだ解決されていない、答えがない課題を見つ
けることを意味する。もちろん、世の中には未解決の課題が山ほどある。そう
であるならば探さなくてもいくらでもあるではないかと思うかもしれない。し
かし、それは世の中の誰も解決できていないから問いとして残っている難題で
あって、それに準備なしでチャレンジするのは無謀である（後述の「大きすぎ
る課題」）。現在の自分の能力を的確に評価して、身の丈に合った問いを発見す
るのは簡単ではない。先人の多くが自分の問いを見つけるのに苦労しているの
が実際のところなのである。
つまり問いを発見するということは、自分の力で解決できる可能性のある課
題を見つけ、その背景にある真理を明らかにしようとする行為である。そのた
めには高校までの基礎知識はもちろん、理解力、思考力、洞察力、直観力、持
久力などが必要になる。

1－2 問いを発見するために

では、いかに問いを発見すればよいのか。問いとは「疑問」であるから、
「なぜ、どうして」という理由に対する関心が身近であろう。なぜこんなにき
れいな青色に光るのだろう、どうしてこんなに繁盛しているのだろうなど、生
活の中でなぜと感じる機会は多いのではないだろうか。それは問いの発見につ
ながる感覚である。他にも「どうしたら」人間関係を改善できるのだろうか、
「何が」事故の原因なのだろうかといった、いわゆる5W1Hは貴重なきっかけ
を作ってくれる。
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